39. 尿膜管嚢腫の一治験例(第452回千葉医学会例会 第3回佐藤外科例会) by 中村,雅一 & 和田,房治
837 第 452回千葉医学会例会，第 3回佐藤外科例会 
断定できなかった。呼吸器合併症はなかった。 
37. 荘司外科病院における上腕・前腕骨析の統計的観
察
曾野文豊
荘司外科病院に於ける昭和 40，._.41年の 2カ年間の骨
折患者 959例について調査したところ，次の結果を得
た。
例を数える。90上腕骨，前腕骨々折は-1 1. 
2. 上腕骨，前腕骨々折の 45%は 14才以下の年少者
の骨折であり，身体の他の部位の骨折に比して，
年少者の骨折例が多い。
上腕骨，前腕骨は身体の他の部位の骨と比較し 3. 
て，比較的軽微な外力によって骨折を招く。 
4. 比較的軽微な外力によって骨折を来す上腕骨，前
腕骨においては，身体の他の部位の骨に比較し
て，開放性骨折は少なく，完全骨折も少ない。 
5. 従って上腕骨，前腕骨々折の治療は，他の代表的
長管骨である大腿骨，下腿骨々折の治療に比較し
て，観血手術による事は少ない。 
38. 甲状腺原発の線維肉腫の一例
田所潔，明石寿也，高村良平(幸手病院)
症例は 58才の女子，約 20年前より前頚部に硬い腫癌
あり 42年3月頃から急速に増大，無痛性で超手拳大，
半球状，弾性硬で凹凸不整境界不鮮明だが皮膚との癒着
はない。左反回神経麻庫と気管の圧迫あり，悪性甲状腺
腫蕩の診断の下に同年 7月手術施行。刷出標本にヘマト
キシリン・エオジン，アザンマロリー，銀染色を行なっ
た結果上皮性を思わせる所見なく，細胞は紡錘形大小不
同で，強染された核は異型性が著明であった。
甲状腺肉腫は悪性甲状腺腫の 1%前後の頻度で，性別
の差はほとんどなく，高令者特に 60才台に最も多いの
が特異的である。転移は血行性とされており 40%前後
とかなり高率に肺転移の報告がある〉以上われわれは本
邦では極めて稀とされている甲状腺原発の線維肉腫の一
例を経験しいささか文献的考察を加えたのであわせて報
告したb 
39. 尿膜管嚢腫の一治験例
中村雅一，和田房治
(社会保険蒲田総合病院)
尿膜管に基因する疾患は発生学上，興味ある症患で， 
1550年 Cabrolが初めて記載して以来，文献上でも比較
的稀な疾患とされている。最近われわれは尿膜管嚢腫の 
I例を経験したので報告する。患者は 29才男， 主訴，
臓部腫癌，諸検査の結果，尿膜管嚢腫と診断し手術を施
行，本症例のような尿膜管嚢腫は本邦における報告例で
は 1936年渡辺の報告以来，現在迄 21倒を数えるにすぎ
ず，年令別では，男 12例，女9例で男性にやや多く認め
られ，年令別では 15才未満で 8例， 20才未満で 11例と
半数以上を占めている。 
40. 盲腸上行結腸移行部憩室炎の一治験例
辛京碩，小宮山一男，大塚清蔵
(小宮山外科病院)
症例:57才男
術前診断:急性虫垂炎
盲腸，上行結腸移行部， Bauchin弁直上に，約 1.5cm 
x 1.5 cmの炎症を伴なった仮性憩室があり，その粘膜
下層に多数の日本住血吸虫卵を認めたがその因果関係は
不明である。手術は回盲部切除を行なった。
盲腸，上行結腸の憩室炎は稀なもので，盲腸憩室炎は
急性虫垂炎に類似しており，本邦例の 80%以上が急性
虫垂炎または虫垂炎性硬結などの術前診断がついてい
る。その発生部位は 80%が廻盲部周辺である。 山梨県
は日本住血吸虫の分布地区であり，虫垂，廻盲部切除標
本において吸虫卵の見られることがあるが憩室炎壁に虫
卵の発見された症例は本症が始めてである。 
香取地区，特に農村地区を中心とした胃集団検診 1.4
の成績について
三好弘文〈県立佐原病院)
千葉県立佐原病院では，癌の早期発見，死亡率の低下
を目的とし，昭和 39年より 42年まで，香取四地区につ
いて胃集団検診，特に胃精密検診を施行した。その結果
延べ 3831名の集検受診者の中から，胃癌 16例，胃潰蕩 
102例，十二指腸潰蕩 89例，胃，十二指腸潰虜 7例，胃
ポリープ 11例，その他の疾患 23例を発見した。胃癌の
発見率は 0.42%であった。これら胃癌例の内， 7例につ
いて手術を施行したが，手術結果は 7例中，胃癌でなか
った者 3例，胃癌4例中，早期癌 1例であった。
当病院では集検地区内の住民で集検を受けていない者
の胃癌例をしばしば経験する。よって，地区住民の集検
に対する認識を高める必要性を感じ，さらに集検方法の
改善もはかり，今後一層強力に胃集団検診を施行し，目
的の為に努力を傾けてゆきたいと考えている。
